
（昨年GW中の主な水難死亡事故）

5/3 静岡・島田市 家族6人で川遊び中、7歳の女の子が死亡。
5/4 新潟・村上市 男性2人が海岸で釣りをしていたところ、ボートが沖に流され１人が死亡。
5/5 愛知・豊田市 友人とバーベキューに訪れていた19歳の男性が川遊び中、川に流され死亡。

【SNS】県県民生活部県民広聴課 Twitter（SAITAMA Next 150）

県環境部水環境課 Twitter・LINE・ポータルサイト

県県土整備部河川環境課 Twitter・Instagram・Facebook

埼玉県警察 Twitter

日本赤十字社埼玉県支部 Twitter・Instagram・Facebook

【通知】県及びさいたま市教育委員会を通じて県内全公立学校

幼稚園～高等学校（特別支援学校を含む） ※4月24日付の通知

水の事故は、毎年GW頃から夏にかけて増加する傾向にあります。

警察庁発表の資料によると、子どもの水難死亡事故の約６割は「川」や「湖」

で発生。県土に占める河川面積の割合が全国２位の「川の国埼玉」では、川は県

民にとって身近な存在であるとともに、川のレジャーを目的に県外からも多くの

方が訪れます。大切な命を守るため、事故の予防と、事故に遭遇した時の正しい

救助の仕方を多くの方に知っていただくことを目的としています。

報道機関各位

「川の国 埼玉」GW中の水の事故を防止するためにー

県・県警・赤十字が「川の安全な利用」をSNSで一斉に呼びかけます

日本赤十字社埼玉県支部

令和５年４月２４日

【連絡・問合せ先】
日本赤十字社埼玉県支部 若佐 TEL（携帯）：090-7255-1766

E-mail：koho@saitama.jrc.or.jp TEL：048-789-7117 FAX：048-834-1520

■取材について■
ご取材いただける場合は、以下の連絡先にご連絡ください。電話等による取材も可能です。
その他ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。

（動画の一部）川の危険ポイント

【動画】川のレジャーを楽しむ子供たちに水と安全に親しんでもらうことを目的に、

「川の危険ポイント」「ライフジャケットの着用方法」を解説したもの。

協力 埼玉県警察 撮影 寄居町の荒川 公開 当支部公式YouTubeチャンネル

当支部公式YouTube
チャンネルQRコード

■ 趣 旨

■ 呼びかけ

H15-R1警察庁データより河川財団作成

日本赤十字社埼玉県支部（支部長：大野元裕埼玉県知事）は、日頃水と安全に親しむための講習普及を

行っています。毎年ゴールデンウイーク（以下、GW）頃から増加する水の事故を防止するため、今般、

県・県警と連携し一斉に注意を呼び掛けることとしました。GW直前の今月２８日（金）正午に、それぞ

れのSNSアカウントから発信します。

また、あわせて県及びさいたま市教育委員会を通じて県内の幼稚園から高校まで全ての公立学校に「川

の安全利用」を呼び掛ける通知を行います。

mailto:koho@saitama.jrc.or.jp

